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総 括 質 疑 並 び に 一 般 質 問（ 個 人 質 問 ） 

 

【質問日】令和６年１２月１０日（火） 

 

質問 

順位 
質 問 者 質 問 事 項 

６ 宮 野 健 一 １ 本市の国民保護体制について 

⑴ 台湾有事の可能性を始めとする我が国周辺地域の情勢を踏まえた現状

認識は 

⑵ 市国民保護計画に基づく訓練状況（実績・今後の計画）及び市民への

啓発状況は 

⑶ ロシア・ウクライナ紛争や近年の戦闘様相の変化を踏まえた今後の対

応策は 

２ 台風１０号襲来時の本市の危機管理体制について 

⑴ 特別警報が出された状況下において、原発事故が同時に生起した場合

への即応体制は確保されていたか。 

⑵ 避難行動要支援者避難支援等制度情報の各避難所及び市対策本部での

具体的な活用状況は 

⑶ 電気、水道及び道路寸断が長期に及ぶ場合の在宅で酸素吸入が必要な

患者や透析患者などへの対応策は、災害対策本部で準備、検討されてい

たか。 

⑷ 能登半島地震の教訓を受けての災害対策の見直しは 

３ 第３次薩摩川内市総合計画策定に当たっての形式的要件（検討体制・要

領）を確認する。 

⑴ 前期基本計画（案）に各課レベルでの現状分析及び課題が抽出され同

計画に示されているが、それらの分析を総合した構造的な分析を行った

のか。行ったのであれば総合計画（基本構想・前期基本計画）にどのよ

うに反映されているのか。 

⑵ 今後１０年で実用性がある最新技術やノウハウ、アイデアあるいは他

の自治体の先行事例などのいわゆるシーズと呼ばれる利用可能となる要

素はどのようなものがあり、計画にどのように反映されているのか。 

⑶ 第３次総合計画とスマイルアクション５０の位置付けはどのように整

理され、基本計画に反映されるのか、今後のスケジュールを示せ。 

７ 佐 多 貴 文 １ ２０２４年８月８日付けの南日本新聞に掲載された住みここちランキン

グについて 

⑴ 本市が昨年８位から今年１３位へと下がっていることについて 

ア どのような採点基準で調査されているか。 

イ 基準となったデータは何か。 

ウ 調査項目のうち、評価が低い項目は何か。 

⑵ 評価が低い項目に対して、どのような対策・取組をしているか。 

２ 小・中学校における施設の管理と、不審者に対する安全対策について 

⑴ 施設の管理基準は全学校同じか。 

⑵ 施設の点検項目と実施状況は。また、危険箇所の現状は 

⑶ 施設内に侵入してきた不審者への対応は 
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８ 山 元 勉 １ 藺牟田池環境保全基本計画について 

⑴ この計画を策定した経緯と計画の目的及び期間を伺う。 

⑵ グリーンインフラ手法とは 

⑶ ワイズユース（賢明な利用）とは 

⑷ この計画を実現するために具体的にどのように行動していくか伺う。 

⑸ この計画が共有され、市が一体となって取り組んでほしいがどうか。 

２ ６月２０日の大雨による藺牟田池外輪山崩落の復旧について 

⑴ 現在の復旧状況と今後の復旧計画を伺う。 

⑵ 藺牟田池外輪山登山道の利用を早められないか。 

⑶ 特に崩落復旧を東部区域観光振興ビジョンや藺牟田池環境保全基本計

画と連携して取り組めないか。 

３ 未就学児等が利用できる施設の拡大について 

⑴ 幼児用及び背もたれ付きブランコの設置状況は 

⑵ 今後、設置する計画はあるか。 

⑶ 未就学児が室内で遊べる施設の建設等に着手する必要があるのではな 

いか。 

９ 犬 井 美 香 １ 鳥獣被害対策について 

⑴ 農作物の被害状況及び有害鳥獣の捕獲実績の過去３年間の推移は 

⑵ 本市におけるこれまでの対策及び効果と課題は 

⑶ 本市は平成２９年度から県の指定管理鳥獣捕獲等事業に取り組んでい 

るが、成果や課題があるか。 

⑷ 猟友会会員数の過去３年間の推移と年齢構成は 

⑸ 「鳥獣被害対策実施隊」の活動内容と構成員の内訳は 

⑹ ＩＣＴ機器等を活用した鳥獣捕獲や自治体としての捕獲サポート体制

を構築する必要性を感じているが、今後の取組をどのように考えている

か。 

２ サンドームせんだいの利用について 

⑴ 予約方法と過去３年間の利用実績は 

⑵ 利用者の声をどのような方法で把握しているか。 

⑶ 「利用したいが予約がとれない」との市民の声があるが、要因をどの

ように捉えているか。 

⑷ 今後、より広く市民に利用していただくための対応や対策をどのよう

に考えているか。 

３ 男女共同参画・ジェンダー平等について 

⑴ 「薩摩川内市男女共同参画基本条例」の制定から２０年。本市におけ

る変化と課題をどのように捉えているか。 

⑵ 市民の意識醸成を図るための取組はあるが、職員に対しての意識醸成

の取組は 

⑶ 市誕生２０周年記念式典においてのボランティア募集はどのようなも

のだったか。また、和装姿にした理由と目的は 

⑷ 本市主催の「薩摩川内をまるごと味わう～おうちで味わうプロの味～」 

と題したイベントが開催されたが、参加対象を「女性」とした理由と目

的は 

⑸ 市長公約でもある「男女共同参画社会・ダイバーシティの形成」とは 

⑹ 今後の本市の目指すべき姿は 

４ 各種委員会・審議会の在り方について 
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⑴ 本市の各種委員会・審議会の数と開催に係る全体経費は 

⑵ 本市の各種委員会・審議会委員の選出方法は 

⑶ 各種計画策定時、当事者の声をどのようにして反映させているか。 

⑷ 当事者の意思決定過程への参画を市としてどのように考えているか。 

 


